
朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の

越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る

抗
争
に

つ

い
て

松

原

『
朝
倉
家
録
上
中
下
』
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昭
和
四
十
八
年
、
『
朝
倉
始
末
記
』
の
写
本
を
集

め
て
、
そ
の
成
立
過
程
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た

頃
、
富
山
市
の
郷
土
史
家
堀
隆
美
氏
宅
を
訪
れ
て
、

た
ま
た
ま
、
氏
の
手
記
中
よ
り
私
の
注
目
を
引
い

た
記
事
を
発
見
し
た
。
早
速
そ
の
出
典
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
富
山
県
立
図
書
館
の
蔵
書
の
一
点
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
書
面
を
以
っ
て
富
山

県
立
図
書
館
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
要
領
を
得

ず
不
明
と
云
う
返
書
が
返
っ
て
き
た
の
で
、
堀
氏

之 21ノe

に
そ
の
再
調
査
を
依
頼
し
た
ま
ま
、
昭
和
五
十
一
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
富
山
県
立
図
書
館
に
移
管

年
を
迎
え
た
。
そ
し
て
こ
の
二
月
、
つ
い
に
『
朝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

倉
家
録
』
な
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
と
云
う
報
が
一
方
、
『
越
州
軍
記
』
(
蓮
如
一
向
一
撲
日
本

堀

氏

よ

り

届

い

た

。

思

想

大

系

)

の

末

尾

に

「

天

正

五

年

四

月

中

旬

夢

『
朝
倉
家
録
』
は
上
中
下
の
三
冊
よ
り
成
り
、
上
宅
八
十
歳
書
之
」
と
あ
る
が
、
真
柄
夢
宅
斉
隆
久

は
「
朝
倉
軍
談
巻
上
」
、
、
中
は
「
朝
倉
軍
談
巻
下
」
と
同
人
物
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
同
系
統
の

下
は
「
朝
倉
家
之
系
図
」
と
「
朝
倉
家
記
巻
之
一
異
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
柄

前
篇
」
と
な
っ
て
い
る
。
上
の
巻
頭
に
は
、
次
の
夢
宅
斉
隆
久
が
天
正
五
年
に
八
十
歳
と
す
る
と
、

よ

う

な

序

文

が

あ

る

。

真

柄

隆

基

の

一

子

と

考

え

る

の

は

年

令

的

に

7
7
楯

朝
倉
家
録
軍
談
者
、
前
世
越
之
前
州
朝
倉
家
臣
す
る
。
な
お
真
柄
家
は
府
中
か
ら
前
田
利
家
に
従

カ

真
柄
十
郎
左
衛
門
直
隆
孫
、
真
柄
隆
久
ト
云
者
、
っ
て
加
賀
に
移
り
、
後
に
松
任
に
住
し
て
宮
大
工

於
一
越
之
府
中
所
著
作
而
:
:
:
中
略
:
:
:
庚
寅
之
夏
、
と
な
り
、
現
在
真
柄
紐
の
土
建
業
を
興
し
た
旧
家

藤

周

民

又

序

。

で

あ

る

が

、

当

家

の

過

去

帖

で

は

、

法

身

院

殿

道

ま

た

。

下

。

の

末

尾

に

は

因

宗

賢

居

士

(

寛

文

十

年

八

月

廿

八

日

死

)

を

夢

時
天
正
五
年
四
月
前
越
州
亡
臣
真
柄
十
郎
隆
基
宅
斉
隆
久
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
た
天

一

子

真

柄

夢

宅

斉

隆

久

謹

書

正

五

年

と

寛

文

十

年

と

の

問

、

約

百

余

年

の

距

り

此
一
冊
越
前
朝
倉
家
之
旧
臣
小
泉
浄
心
家
蔵
が
あ
っ
て
矛
楯
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
著
者

と

あ

る

。

に

つ

い

て

は

も

う

少

し

の

検

討

を

必

要

と

す

る

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
正
五
年
四
月
真
柄
夢
宅
斉
内
容
は
、
現
在
越
前
に
広
く
流
布
し
た
『
朝
倉

隆
久
が
越
前
府
中
で
著
作
し
朝
倉
旧
臣
小
泉
氏
の
始
末
記
』
と
対
校
す
る
と
、
『
朝
倉
家
録
』
の
方

手
に
移
っ
た
も
の
と
考
、
え
ら
れ
る
。
小
泉
浄
心
は
が
原
本
の
様
式
を
備
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

高
岡
市
の
真
宗
寺
院
と
云
わ
れ
(
堀
隆
美
氏
談
)
、
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
『
朝

さ
ら
に
越
中
の
十
村
(
大
庄
屋
)
武
部
家
に
伝
来
倉
家
録
下
』
の
案
文
を
中
心
に
論
稿
を
進
め
た
い
。

松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て
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朝
倉
家
之
儀
公
方
江
訴
訟
有
之
書
付
、
前
波
藤
右
文
書
で
あ
り
、
後
五
通
は
内
容
か
ら
判
断
す
る
と

衛
門
・
小
泉
藤
左
衛
門
江
古
案
写
来
り
候
ヲ
、
小
文
明
三
年
の
書
状
で
は
あ
る
が
、
御
内
書
と
か
い

『
朝
倉
家
録
下
』
は
巻
頭
に
「
朝
倉
家
之
系
図
」
泉
家
ニ
写
留
伝
来
也
」
と
細
字
に
記
さ
れ
て
あ
り
、
う
文
書
で
は
な
い
た
め

A
の
部
分
か
ら
析
出
さ
れ

を
置
き
、
続
い
て
「
朝
倉
家
記
巻
之
二
型
扇
」
が
全
体
か
ら
見
て
、
ー
こ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
異
質
の
史
て
、
こ
の
部
分
に
集
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

く
る
。
前
篇
が
あ
る
か
ら
に
は
後
篇
が
な
け
れ
ば
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
'
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
た
め
適
宜

な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
詳
こ
の
案
文
と
い
う
の
は
、
先
の
文
言
の
中
で
は
、
考
証
を
進
め
る
と
し
て
、
他
の

A
・
B
-
D
を
考

細
に
検
討
す
る
と
、
初
代
広
景
か
ら
七
代
孝
景
朝
倉
氏
が
先
祖
以
来
の
幕
府
に
対
す
る
戦
功
を
申
証
の
時
代
順
に
並
べ
換
、
え
る
と
、

B
・
D
-
A
の

(
敏
景
)
ま
で
は
、
他
の
『
朝
倉
始
末
記
』
と
ほ
ぽ
し
立
て
て
、
斯
波
氏
の
被
官
で
は
な
く
公
方
の
直
奉
順
番
と
な
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
史
料
を
厳
密
に

同
等
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
実
に
公
分
、
す
な
わ
ち
将
軍
の
限
近
衆
と
な
ら
ん
た
め
考
証
し
朝
倉
氏
が
戦
国
大
名
に
成
長
し
て
い
っ
た

概
説
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
倉
義
景
。
の
滅
亡
を
に
、
幕
府
に
提
出
し
た
訴
状
と
、
記
さ
れ
て
は
い
る
過
程
を
論
究
す
る
こ
と
を
、
本
稿
の
目
的
と
し
た

以
て
文
末
を
結
ん
で
い
る
か
ら
、
朝
倉
全
史
の
一
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
綿
密
に
検
討
す
る
と
、
長
い
。

応
の
形
だ
け
は
整
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
後
篇
が
未
享
元
年
の
将
軍
足
利
義
尚
の
近
江
出
陣
に
端
を
発

完
成
で
あ
っ
た
た
め
こ
の
部
分
だ
け
を
後
世
概
説
し
て
、
こ
れ
を
背
景
に
し
て
展
開
さ
れ
た
斯
波
義

的
に
書
き
加
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
寛
と
朝
倉
氏
と
の
間
の
越
前
の
主
権
を
め
ぐ
る
争

と
こ
ろ
で
こ
の
後
半
部
分
に
「
此
貞
景
の
代
に
い
の
史
料
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
越
前
国
に

公
方
眼
近
と
な
ら
ん
と
、
浦
上
美
作
守
等
に
附
て
潜
在
主
権
を
有
す
る
守
護
斯
波
義
寛
と
、
越
前
を

先
祖
よ
り
被
官
ニ
あ
ら
す
伝
来
之
御
朱
印
案
文
等
横
領
し
た
形
と
な
っ
た
朝
倉
氏
と
の
聞
に
起
っ
た

出
之
、
終
ニ
御
相
伴
衆
ニ
準
シ
子
息
孝
景
の
代
に
公
式
の
訴
訟
に
関
す
る
朝
倉
方
の
幕
府
提
出
証
拠

至
て
塗
り
輿
シ
迄
免
許
有
之
。
天
下
の
諸
侯
と
成
。
史
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

其
案
文
之
写
」
と
あ
っ
て
、
ニ
れ
に
続
き
四
十
四
ま
ず
こ
れ
ら
の
案
文
を
整
理
す
る
と
、
大
体
A

頁
(
二
十
三
丁
)
に
及
ぶ
非
常
に
重
要
な
部
分
(
・

B
・
C
-
D
の
四
部
分
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の

案
分
)
が
挿
入
さ
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
部
分
中
、

C
の
部
分
は
九
通
の
文
書
で
あ
る
が
、
前
四

の
末
尾
に
は
「
右
朝
倉
修
理
亮
殿
在
京
候
而
、
通
は
越
前
朝
倉
氏
の
祖
と
幕
府
と
の
関
係
を
示
す

松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て
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ニ
『
朝
倉
家
録

下
』
所
収
の
案
文

長
享
元
年
の
朝
倉
・
斯
波
訴
訟

長
享
元
年
(
一
四
八
七
)
八
月
、
将
軍
足
利
義

尚
は
近
江
の
六
角
氏
討
伐
を
目
的
と
し
て
在
国
の

諸
将
に
出
陣
を
命
じ
た
。
応
仁
文
明
の
大
乱
以
来

、
将
軍
家
の
御
料
所
や
幕
臣
の
所
領
を
始
め
寺
社

領
荘
園
が
六
角
高
頼
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ
て
い
た

た
め
、
返
還
を
要
求
す
る
こ
れ
ら
幕
臣
や
寺
社
本

所
の
願
い
を
入
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

は
さ
ら
に
義
尚
の
将
軍
と
し
て
の
権
威
を
天
下
に

誇
示
す
る
こ
と
も
そ
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

九
月
十
一
日
伊
勢
備
中
守
貞
陸
が
そ
の
先
触
れ
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と
し
て
、
騎
馬
百
余
騎
、
群
兵
数
千
を
百
具
し
て
う
に
、
国
主
朝
倉
貞
景
に
も
参
陣
の
命
が
あ
り
な
理
を
通
し
た
最
も
痛
い
内
紛
が
起
っ
た
わ
け
で
あ

江
州
坂
本
へ
下
向
し
、
翌
日
、
将
軍
義
尚
が
近
習
が
ら
、
一
族
朝
倉
景
冬
を
坂
本
へ
参
障
さ
せ
て
自
る
。
そ
こ
で
朝
倉
進
退
に
つ
い
て
、
大
乗
院
尋
尊

番
衆
輩
数
千
人
を
前
行
し
て
出
陣
が
行
な
わ
れ
た
。
ら
は
敦
賀
に
待
機
し
た
ま
ま
動
か
な
か
っ
た
。
も
に
斯
波
義
寛
を
宥
め
て
欲
し
い
と
斡
旋
を
依
頼
し
、

〔注
l〕

「
常
徳
院
江
州
動
座
当
時
在
障
衆
著
到
」
に
よ
れ
ば
し
出
陣
し
た
場
合
に
は
そ
の
十
倍
の
軍
兵
を
参
陣
こ
の
た
め
坂
本
へ
罷
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が

〔注
2
〕

公
家
・
法
中
を
始
め
、
御
供
衆
各
番
衆
な
ど
の
名
で
き
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
「
雑
事
記
」
十
月
廿
二
日
条
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

は
四

O
六
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
足
利
義
尚
の
坂
本
出
陣
を
通
し
て
、
越
朝
倉
進
退
事
、
武
衛
へ
御
口
入
畏
入
之
由
申
、

(
斯
)
{
義
l

寛
)

こ
の
召
に
応
じ
て
尾
張
固
か
ら
は
志
波
】
衛
が
前
国
の
主
権
を
め
ぐ
る
斯
波
氏
と
朝
倉
氏
が
共
に
侃
万
一
罷
上
一
一
云
々
、
越
前
国
へ
ハ
甲
斐
方
汗
汗

数
千
騎
の
軍
兵
を
召
具
し
て
十
月
五
日
坂
本
に
着
呉
越
同
舟
の
形
で
、
期
せ
ず
し
て
坂
本
に
着
陣
す
入
之
由
御
成
敗
也

障
し
た
。
一
方
朝
倉
氏
も
こ
れ
に
応
じ
て
、
十
月
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
斯
波
義
寛
と
し
こ
れ
と
同
時
に
、
甲
斐
氏
の
越
前
進
入
は
幕
府
に

十
九
日
一
族
朝
倉
修
理
亮
景
冬
を
坂
本
に
参
隠
さ
て
は
朝
倉
氏
と
同
一
目
的
で
共
に
戦
う
こ
と
は
当
よ
っ
て
停
止
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
『
雑
事

せ

た

の

で

あ

る

。

然

忍

ぴ

得

な

い

こ

と

で

あ

っ

た

ろ

う

。

元

来

、

足

記

」

十

一

月

七

日

条

に

「

河

内

・

越

前

等

事

ハ

和

十
月
廿
一
白
書
状
今
日
到
来
。
朝
倉
孫
二
郎
ハ
利
義
尚
の
六
角
征
伐
が
寺
社
本
所
領
を
回
復
し
て
、
与
可
レ
然
旨
上
意
云
々
、
但
不
レ
及
一
御
沙
汰
一
也
」

当
国
ニ
ア
リ
、
鶴
か
の
修
理
亮
ハ
参
陣
、
一
家
中
応
仁
・
文
明
の
大
乱
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
そ
と
あ
っ
て
、
越
前
に
つ
い
て
は
斯
波
氏
と
朝
倉
氏

悉
以
参
陣
申
、
諸
給
人
悉
同
道
之

E
3〕
の
名
目
で
沿
っ
た
か
ら
、
斯
波
氏
も
応
仁
・
文
明
と
が
和
与
す
べ
き
で
あ
る
と
将
軍
の
上
意
が
あ
っ

朝
倉
修
理
亮
騎
兵
百
四
十
二
、
標
牌
千
四
五
百
、
大
乱
に
よ
っ
て
越
前
を
朝
倉
に
押
領
さ
れ
た
と
の
た
が
、
ま
だ
御
沙
汰
が
出
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

差
一
一
陳
坂
本
、
孫
次
郎
亦
可
一
参
陳
一
之
命
有
定
、
他
国
山
識
の
も
と
に
、
越
前
国
の
主
権
回
復
を
将
軍
に
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
『
雑
事
記
』
十
一
月

孫
次
郎
出
陳
の
時
、
又
軍
兵
可
レ
十
一
帯
修
理
主
せ
ま
っ
た
も
の
と
考
、
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
斯
十
二
日
条
ニ
『
朝
倉
進
退
、
大
綱
無
為
之
由
及
ニ

(
中
略
)
有
レ
人
話
云
、
武
衛
出
陳
鈷
一
検
之
一
、
波
氏
と
共
に
越
前
を
追
わ
れ
、
遠
江
へ
逼
塞
し
て
其
沙
汰
一
」
と
あ
っ
て
、
朝
倉
進
退
に
関
し
て
一
且

則
三
百
九
十
一
騎
、
人
数
八
千
許
云
々
〔
注
4

〕
い
た
旧
守
護
代
の
甲
斐
氏
が
朝
倉
氏
坂
本
出
障
の
落
着
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
十
二
月
二
日
に

斯
波
義
寛
の
軍
勢
八
千
に
対
し
て
朝
倉
景
冬
は
千
す
き
を
ね
ら
っ
て
越
前
へ
攻
入
る
計
画
も
あ
っ
た
は
朝
倉
進
退
に
関
し
て
の
幕
府
の
沙
汰
書
が
斯
波

四

五

百

で

あ

っ

た

。

「

当

国

御

陳

之

次

第

」

に

の

で

あ

る

。

・

朝

倉

両

方

に

出

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

(
景
冬
)
〔
注
5

〕(貞景)

グ
長
官
子
元
年
丁
未
、
坂
本
へ
芳
永
御
出
陳
。
天
沢
し
か
し
幕
府
と
し
て
は
誠
に
迷
惑
な
問
題
で
あ
こ
こ
に
『
朝
倉
家
記
』
案
文
の

B
の
部
分
が
挿

様
ハ
敦
賀
マ
テ
御
働
。
天
沢
十
五
歳
。
と
あ
る
よ
っ
た
。
当
面
の
敵
、
六
角
氏
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
入
さ
れ
て
く
る
。

松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て
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去
二
日
健
一
細
川
殿
一
為
ニ
両
使
一
荊
一
聞
に
耕
一
臨
門
尉

飯
尾
彦
衛
門
尉
被
ニ
申
置
一
分
ヶ

越
前
号
事
朝
A
居
者
以
ニ
忠
節
奉
公
罷
成
候
問
、

於
今
為
ニ
其
分
国
一
事
ハ
武
衛
江
進
一
一
名
代
一
守

護
代
を
彼
名
代
相
拘
国
之
公
用
銭
被
レ
定
、

落
居
候
者
可
レ
然
之
由
為
一
王
意
一
可
レ
申
之
旨

被
ニ
仰
山
山
一

意
味
の
不
分
明
な
所
も
あ
る
が
、
即
ち
越
前
国
の

事
は
朝
倉
の
忠
節
に
免
じ
て
そ
の
分
国
を
認
め
、

そ
の
代
わ
り
に
元
の
守
護
斯
波
氏
に
対
し
て
は
、

名
代
を
出
し
国
の
公
用
銭
を
定
め
落
着
す
る
よ
う

に
と
の
上
意
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
斯
波
方
か
ら
は
次
の
よ
う
な
返

書
が
織
田
大
和
守
を
通
じ
て
幕
府
奉
行
人
飯
尾
に

差
し
出
さ
れ
た
。

此
御
返
事
同
十
一
日
以
織
田
大
和
守
飯
尾
彦
右

衛
門
尉
承
候
分
ヶ

就
越
前
之
儀
一
貫
一
御
使
一
候
。
祝
着
申
候
。
惣

別
武
衛
御
事
代
々
為
-
一
御
方
一
扶
持
於
今
不
レ
初
事

ニ
候
。
見
一
此
段
幸
御
承
之
事
候
問
、
御
祝
着

之
至
-
一
候
。
左
候
問
、
口
ハ
今
上
意
候
旨
何
共
不
レ

及
ニ
覚
悟
一
候
。
朝
倉
事
一
乱
中
御
味
方
へ
被
官

候
時
、
龍
安
寺
殿
占
承
候
分
ヶ
御
敵
を
可
レ
被
一
一
引

破
一
御
計
略
候
条
、
先
々
公
方
様
江
被
レ
懸
一
一
御
目
一

一
面
白
之
様
一
一
候
者
、
弥
御
敵
等
可
一
一
馳
参
一
候
問
、

如
レ
此
御
沙
汰
之
由
承
候
条
意
得
申
之
由
申
合
セ

候
。
依
レ
主
ハ
朝
倉
味
方
一
一
参
候
分

τ
以
後
も
国
々

合
戦
以
下
之
注
進
等
何
茂
武
衛
江
申
、
其
よ
り

龍
安
寺
殿
江
申
候
キ
。
甲
斐
此
方
江
参
候
以
後

左
様
之
儀
断
絶
候
。
既
一
一
其
朝
倉
者
死
去
仕
候

ニ
、
然
を
相
続
仕
、
公
方
奉
公
可
レ
仕
之
段
不
レ

持
及
一
覚
畳
一
候
。
白
然
島
芸
能
被
一
一
百
仕
一
事

者
自
然
其
例
候
哉
。
依
一
一
ケ
様
之
義
一
正
敷
被
官

殿
中
ニ
奉
公
仕
候
日
為
-
加
何
一
武
衛
可
レ
有
-M
川
出

止
候
哉
。
如
レ
此
ノ
例
三
職
ノ
内
と
し
て
武
衛
之
御

家
占
可
レ
被
レ
始
事
口
惜
候
。
今
度
御
動
座
之
事
、

道
を
道
に
可
レ
有
ニ
御
成
敗
一
御
為
候
之
問
、
此
時

節
可
γ
被
レ
達
一
一
本
意
一
思
召
候
へ
共
、
其
儀
不
レ
叶

段
者
不
レ
被
レ
及
レ
力
候
。
国
之
事
者
被
レ
相
一
一
待
時

刻
雄
レ
被
レ
入
ニ
御
手
一
、
朝
倉
於
一
一
殿
中
一
出
仕
申
候

者
一
被
レ
失
-
一
面
目
一
候
。
武
衛
御
許
容
候
共
御
内
仁

不
レ
可
ニ
承
引
申
一
候
。
又
御
内
仁
同
心
候
共
武
衛

可
被
レ
定
ニ
御
覚
悟
一
事
候
。
能
々
被
-
一
思
召
分
づ
御

申
御
祝
着
候
。

織
田
大
和
守
敏
定
は
尾
張
国
守
護
代
で
あ
っ
て
、

越
前
を
追
わ
れ
た
守
護
斯
波
義
寛
を
尾
張
に
在
国

せ
し
め
て
い
た
。
敏
定
と
し
て
は
義
寛
の
尾
張
在

国
は
誠
に
迷
惑
な
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
幕
府
の

今
度
の
朝
倉
進
退
も
敏
定
に
と
っ
て
不
本
意
な
こ

と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
武
衛
訴
状
は
文
面
か
ら

し
て
義
寛
の
親
書
で
は
な
く
、
敏
定
の
代
弁
と
考

え
ら
れ
る
。

内
要
を
要
約
す
る
と
、
「
こ
の
た
び
の
幕
府
の
処

断
は
上
意
と
は
い
い
な
が
ら
思
い
も
か
け
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
文
明
三
年
朝
倉
氏
を
御
味
方
、
即
ち
東

軍
に
寝
返
ら
せ
た
の
は
、
龍
安
寺
殿
(
細
川
勝
元
)

が
敵
を
あ
ざ
む
く
た
め
の
計
略
で
あ
っ
た
に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
証
拠
に
は
朝
倉
か
ら
の
合
戦
注
進
は

ま
ず
武
衛
(
斯
波
氏
)
を
通
し
て
幕
府
に
差
出
さ

れ
て
い
る
。
甲
斐
氏
が
東
軍
に
帰
参
し
て
以
後
は

こ
の
様
な
こ
と
は
断
絶
し
て
い
る
。
そ
の
朝
倉

(
孝
景
)
は
死
去
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、
そ
の
ま

ま
朝
倉
は
氏
景
・
貞
景
と
相
続
し
て
公
方
奉
公

(
将
軍
に
直
接
仕
、
え
る
こ
と
)
す
る
と
は
誠
に
思

い
も
か
け
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
斯
波
家
の

被
官
で
あ
る
朝
倉
が
殿
中
(
幕
府
)
で
奉
公
す
る

日
に
、
ど
う
し
て
斯
波
氏
が
同
時
に
出
仕
で
き
よ

う
か
。
こ
の
様
な
例
が
三
管
領
の
中
、
斯
波
家
か

ら
起
っ
た
こ
と
は
誠
に
口
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
」
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と
あ
り
、
。
今
度
御
動
座
之
事
。
と
は
将
軍
の
坂
本

出
陣
を
指
し
、
か
道
を
道
に
可
レ
有
ニ
御
成
敗
一
御
為

侠
之
問
4

と
は
坂
本
出
陣
は
世
の
中
の
道
理
に
添

っ
て
応
仁
・
文
明
の
大
乱
以
前
の
状
態
に
回
復
す

る
た
め
の
も
の
だ
と
述
べ
、
こ
の
機
会
に
斯
波
氏

は
本
意
を
達
し
よ
う
と
し
た
が
、
幕
府
の
裁
定
の

結
果
思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
が
及
ば
な

か
っ
た
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
様
に

結
ん
で
い
る
。
「
越
前
国
主
権
の
回
復
は
時
節
を

待
つ
と
し
て
も
、
朝
倉
が
殿
中
へ
出
仕
す
る
と
い

う
こ
と
は
斯
波
家
の
面
白
丸
潰
れ
で
あ
る
。
た
と

え
斯
波
義
寛
が
こ
れ
を
許
し
た
と
し
て
も
、
御
内

仁
(
家
臣
共
)
が
承
知
し
な
い
し
、
御
内
仁
が
同

心
し
て
も
義
寛
が
覚
悟
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ

の
辺
の
事
情
を
理
解
戴
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

以
上
が
織
田
敏
定
を
通
じ
て
の
斯
波
の
幕
府
へ

の
回
答
で
あ
る
。
文
中
ぷ
敗
中
出
仕
。
と
あ
る
の

は
京
都
室
町
第
へ
の
出
仕
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
く
坂
本
出
陣
し
た
朝
倉
景
冬
が
坂
本
在
陣
の
将

軍
義
尚
へ
の
出
仕
を
指
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

斯
波
義
寛
と
し
て
は
、
こ
の
朝
倉
と
同
等
の
立
場

で
将
軍
に
出
仕
す
る
こ
と
が
体
面
上
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に

松
原

こ
の
斯
波
と
朝
倉
と
の
対
立
は
坂
本
出
陣
に
端
を

発
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
越
前
国
主
朝
倉
孫
次

郎
貞
景
が
大
軍
を
率
い
な
が
ら
、
敦
賀
に
待
機
し

て
動
か
な
か
っ
た
の
も
、
斯
波
義
寛
と
の
直
接
の

摩
擦
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

返
答
に
続
い
て

又
戚
卿
私
ニ
申
。
此
通
一
一
候
者
十
度
モ
百
度
モ
同
篇

之
御
返
事
に
て
候
ハ
ん
す
る
由
両
人
物
語
被
レ

申
候
。

と
あ
り
、
威
卿
と
は
誰
か
不
明
だ
が
、
こ
の
通
り

な
ら
ば
何
度
で
も
返
事
は
同
じ
だ
ろ
う
と
あ
る
。

さ
て
い
よ
い
よ
こ
れ
に
対
す
る
朝
倉
方
の
反
論
で

あ
る
。御
屋
形
様
占
両
所
御
使
と
し
て
当
国
之
儀
被
一
一

仰
遺
一
候
処
、
以
-
一
一
織
田
大
和
守
一
飯
尾
彦
右
衛
門

尉
被
レ
申
次
第
注
ぜ
候
。
其
分
、
国
江
申
下
候

之
処
、
中
上
候
条
之
事
。

こ
の
場
合
御
屋
形
と
は
管
領
細
川
政
一
冗
を
指
す
も

の
と
考
え
ら
れ
、
斯
波
家
よ
り
の
回
答
が
本
国
越

前
に
注
進
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
朝
倉
方
の
反
論

が
九
項
目
に
わ
た
っ
て
十
二
月
二
十
四
日
坂
本
へ

届
け
ら
れ
た
。
九
項
目
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ

ヲ@。

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
回
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

右
長
享
元
年
十
二
月
廿
四
白
紙
乗
坊
坂
本
御
陳

へ
上
候
時
、
前
波
藤
右
衛
門
尉
・
小
泉
藤
左
衛

門
尉
方
へ
此
分
写
遺
候
・
修
理
亮
方
江
為
見
候

而
此
内
肝
用
を
書
留
、
以
一
一
肥
田
出
雲
守
一
上
原
豊

前
守
江
可
レ
被
レ
申
之
由
、
両
人
江
申
遺
候
也
。

貞
景
は
坂
本
へ
参
障
し
な
か
っ
た
が
、
前
波
・
小

泉
の
両
人
は
朝
倉
修
理
亮
景
冬
と
共
に
参
障
し
て

い
た
ら
し
い
。
「
坂
本
へ
上
る
使
僧
紙
乗
坊
に
託
し

て
案
文
を
前
波
・
小
泉
へ
遣
わ
し
、
景
冬
の
一
応

の
見
分
を
通
し
て
肝
要
な
部
分
だ
け
を
書
留
め
、

肥
田
出
雲
守
を
以
っ
て
上
原
豊
前
守
へ
提
出
す
る

よ
う
に
、
前
波
・
小
泉
両
人
へ
申
遣
わ
し
た
」
と

云
う
の
で
あ
る
。
上
原
豊
前
守
は
丹
波
守
護
代
を

も
勤
め
る
細
川
政
元
の
有
力
な
武
将
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
書
状
は
上
原
氏
を
通
じ
て
管
領
細
川
氏
へ
提

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

訴
状
は
朱
筆
細
字
で
グ
是
占
朝
倉
か
詞
。
と
頭

筆
さ
れ
て
あ
り
、

一
、
高
開
宴
-
一
其
偉
多
候
得
共
、
孝
景
軽
二
命
イ
数

輩
之
親
類
被
官
人
討
死
さ
せ
致
-
一
忠
節
一
候
上
者
、

為
一
子
孫
一
不
ニ
申
上
一
候
得
ハ
且
ハ
貫
一
軍
法
一
問
、

具
一
一
申
入
候
。

で
始
ま
っ
て
、
以
下
八
項
目
に
わ
た
っ
て
切
々
と
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松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

し
て
申
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
長
文
で
あ
る
た
め

原
文
は
こ
こ
で
は
記
さ
な
い
が
、
一
応
そ
の
概
要

だ
け
を
次
に
記
す
。

一
、
文
明
三
年
東
軍
に
帰
参
し
て
か
ら
、
鯖
江
・

新
庄
合
戦
で
軍
功
を
上
げ
て
、
こ
の
よ
う
に
龍

安
寺
殿
様
(
細
川
勝
元
)
の
披
露
に
て
御
感
御

書
を
頂
戴
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
国
々
の
合
戦

の
注
進
は
す
べ
て
武
衛
(
斯
波
氏
)
を
通
し
て

龍
安
寺
殿
様
へ
達
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
武

衛
へ
の
注
進
は
一
体
、
誰
が
や
っ
た
と
い
う
の

か
、
此
方
と
し
て
は
覚
え
が
な
い
。
定
め
て
書
札

申
次
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
そ
れ
を
承
わ
り
た
い

も
の
だ
。

一
、
氏
景
が
東
軍
へ
参
陣
し
た
の
は
敵
を
引
き
破

る
た
め
の
計
略
だ
っ
た
と
龍
安
寺
殿
様
が
申
さ

れ
た
と
見
、
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
不
思
議
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
武
衛
へ
伺
候
し
で

主
君
と
し
て
認
め
よ
と
仰
せ
ら
れ
た
時
、
孝
景

の
申
す
こ
と
に
は
、
長
禄
二
年
以
来
斯
波
義
敏

は
、
守
護
代
甲
斐
美
濃
入
道
と
不
和
に
な
り
、

幕
府
の
命
に
も
背
い
て
越
前
一
国
が
兵
乱
(
長

禄
合
戦
)
と
な
っ
た
時
、
甲
斐
一
味
の
者
共
が
、

義
敏
の
子
孫
は
以
後
斯
波
家
の
家
督
と
し
て
認

め
な
い
と
い
う
連
判
を
し
た
。
孝
景
も
こ
れ
に

加
判
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
義
敏
を
主
君
と
し

て
認
め
た
と
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
同
士
心
か
ら
は
敵

に
さ
れ
非
常
に
不
利
と
な
る
。
従
っ
て
氏
景
は

斯
波
氏
へ
は
挨
拶
も
せ
ず
に
越
前
へ
下
向
し
た

の
で
あ
る
。

一
、
龍
安
寺
殿
様
が
た
と
え
御
武
略
に
よ
っ
て
朝

倉
を
召
し
た
の
だ
と
い
わ
れ
た
と
し
て
も
、
当

方
と
し
て
は
東
軍
の
た
め
に
武
勲
を
上
げ
忠
節

は
紛
れ
も
な
い
こ
と
な
の
に
、
斯
波
義
敏
の
方

は
敵
方
の
甲
斐
・
二
宮
を
百
し
連
れ
て
当
方
を

落
し
入
れ
よ
う
と
ま
で
し
た
こ
と
は
歴
然
た
る

も
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
か
項
目
の
概
要
を
-
記
し
た
が
、
第
四
・

五
項
目
は
後
述
に
廻
す
こ
と
と
し
て
、
後
半
三
か

項
目
は
朝
倉
の
先
祖
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
朝
倉
は
斯
波
の
被
官
人
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い

る
が
、
二
代
高
景
・
三
代
氏
景
は
将
軍
足
利
高
氏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
父
子
に
高
氏
の
一
字
づ
つ
を
拝
領

し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
将
軍
の
直
奉
公

分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
代
義
満
の
頃
か
ら
斯
波

氏
の
被
官
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と

述
べ
、
『
太
平
記
』
を
引
き
合
い
に
出
し
た
り
、
高

景
置
文
な
ど
を
証
拠
文
献
と
し
て
提
出
し
た
り
し

た
p
り
1
レい。

こ
れ
ら
八
項
目
に
わ
た
る
訴
状
の
文
面
に
は
、

斯
波
義
敏
の
非
道
を
糾
弾
し
、
同
時
に
朝
倉
が
将

軍
の
直
奉
公
分
た
ら
ん
と
す
る
必
死
の
弁
明
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
一
方
応
仁
の
乱
以
後
の
、

特
に
越
前
に
お
け
る
東
西
両
軍
の
複
雑
な
対
立
関

係
と
、
そ
の
微
妙
な
動
向
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
史
料
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
朝
倉
方
の
綿
々
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
訴

状
が
効
を
奏
し
た
も
の
か
、
年
末
に
は
次
の
よ
う

な
幕
府
の
裁
決
が
朝
倉
氏
へ
届
い
た
ら
し
い
。

一
一
楠
葉
新
右
衛
門
尉
元
次
参
申
、
旧
冬
二
十
九

日
自
北
国
罷
上
云
々
、
朝
倉
進
退
事
公
方
奉
公

分
治
定
、
千
貫
進
上
申
之
、
寺
社
本
所
領
悉
以

返
進
之
、
必
定
々
々
、
武
衛
与
問
事
ハ
不
一
決

云
々
、
細
川
申
沙
汰
也
、
名
字
者
一
人
可
出
細

川
之
由
、
同
申
定
云
々
、
〔
注
目
〕

つ
ま
り
新
倉
進
退
の
こ
と
は
①
朝
倉
氏
は
千
貫
文

を
進
献
し
て
公
方
奉
公
分
と
い
う
こ
と
で
治
ま
り
、

②
寺
社
本
所
領
は
返
還
す
る
。
③
斯
波
・
朝
倉
と

の
間
の
越
前
宗
主
権
を
め
ぐ
る
問
題
は
未
決
④
細

川
氏
の
申
沙
汰
に
よ
り
朝
倉
名
字
の
者
、
一
人
を
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人
質
と
し
て
細
川
氏
へ
差
し
出
す
こ
と
で
一
応
の

決
着
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
斯
波
氏
が
最

も
恐
れ
て
い
た
朝
倉
氏
の
直
奉
公
分
が
、
幕
府
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
戦
乱
を
よ
そ
に
東
山
山
荘
の
造
営
を
続

け
て
い
た
足
利
義
政
は
、
こ
の
翌
年
、
す
な
わ
ち

長
享
二
年
二
月
、
仙
洞
御
所
の
松
を
東
山
山
荘
へ

移
植
す
る
の
に
、
朝
倉
修
理
進
景
冬
を
そ
の
任
に

命
じ
た
。

今
日
仙
洞
御
庭
之
松
。
東
府
へ
引
レ
之
。
朝
倉

奉
レ
之
。
侍
分
者
凡
一
千
人
許
一
玄
々
。

朝
倉
引
ニ
仙
洞
松
一
。
葦
朝
倉
衆
〔
場
〕
凡
人
数
三

千
人
許
在
レ
之
。
白
河
々
原
警
国
之
衆
。
具
-
一
甲

由
円
一
五
六
百
人
在
レ
之
。
朝
倉
修
理
進
相
公
御
対

面
。
献
-
一
三
千
疋
。
一
〔
注
目
〕

公
方
奉
公
分
と
し
て
朝
倉
に
有
利
な
決
着
を
み
た

訴
訟
に
対
す
る
御
礼
の
手
伝
普
請
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
朝
倉
の
威
信
を
示
す
意
気
揚
々
と
し
た

状
況
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
こ
の
幕
府
裁
決
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
。
朝
倉
名
字
者
を
一
人
人
質
と
し
て
細
川
に

出
す
。
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
折
、
人
質
に
な
っ
た

の
は
朝
倉
景
冬
の
子
息
、
景
豊
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
当
時
越
前
を
没
落
し
て
細
川
政
一
克
に
身
を

寄
せ
て
い
た
と
い
う
朝
倉
元
景
(
景
総
)
の
女
が

景
豊
の
妻
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
辺
の
事
情

を
窺
わ
し
め
る
し
、
十
余
年
後
に
起
っ
た
文
亀
三

年
の
景
豊
・
一
元
景
の
反
乱
も
細
川
政
元
の
勢
力
を

背
景
と
し
て
行
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

四

延
徳
三
年
の
朝
倉
・
斯
波
訴
訟

延
徳
一
万
年
(
一
四
八
九
)
三
月
二
十
六
日
将
軍

義
尚
が
死
去
し
、
そ
の
後
一
時
将
軍
職
に
復
帰
し

て
い
た
義
政
も
翌
延
徳
二
年
正
月
七
日
義
尚
の
あ

と
を
追
う
よ
う
に
他
界
す
る
と
、
応
仁
の
乱
で
西

軍
に
擁
立
さ
れ
て
い
た
義
視
・
義
材
父
子
が
没
落
地

の
美
濃
よ
り
上
洛
し
て
、
延
徳
二
年
七
月
五
日
義

材
は
第
十
代
の
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

晴
れ
て
将
軍
職
に
つ
い
た
義
材
に
と
っ
て
最
初

の
課
題
は
前
将
軍
義
尚
の
遺
志
を
継
い
で
、
近
江

の
六
角
氏
を
征
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
延
徳

三
年
正
月
七
日
将
軍
の
父
義
視
が
五
十
三
オ
の
生

涯
を
閉
じ
て
、
そ
の
百
ヶ
日
も
経
な
い
聞
に
将
軍

の
江
州
御
動
座
が
噂
さ
れ
て
い
る
。
〔
在
9

〕

江
州
出
陣
は
七
月
既
に
内
定
し
日
注
目
〕
翌
八
月
二

十
五
日
将
軍
義
材
は
六
角
高
頼
征
討
の
倫
旨
を
賜

松
原
・
朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

わ
っ
て
八
月
七
日
征
討
の
途
に
つ
い
た
。
義
材
に

従
っ
た
軍
勢
は
「
数
万
人
な
り
」
と
も
「
常
徳
院

殿
御
出
陣
に
百
倍
な
り
」
と
も
い
わ
れ
、
先
の
将

軍
義
尚
の
近
江
出
障
の
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
い
だ
。〔注目〕

尾
張
に
在
国
し
て
い
た
斯
波
義
寛
も
既
に
早
く

将
箪
の
出
陣
一
ヵ
月
前
の
七
月
二
十
五
日
に
勢
三

手
続
埠
い
て
京
都
に
向
か
っ
た
。
前
回
と
は
異
な

り
今
回
の
近
江
出
陣
に
際
し
て
は
朝
倉
氏
の
参
障

は
な
か
っ
た
。
勿
論
斯
波
氏
と
の
衝
突
を
避
け
る

た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
か
朝

倉
進
退
4

に
閲
す
る
問
題
は
近
江
出
陣
と
前
後
し

て
再
燃
し
た
。
先
に
長
享
二
年
正
月
、
斯
波
氏
の

屈
辱
の
中
に
か
朝
倉
進
退
。
は
一
応
の
落
着
を
見

た
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
義
尚
・
義
政
の
死
去
と
r

新
将
軍
の
襲
職
に
よ
っ
て
事
態
は
好
転
、
ま
た
は

白
紙
に
戻
っ
た
と
考
え
た
斯
波
氏
か
ら
の
再
工
作

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

御
動
座
事
色
々
雑
説
共
有
之
、
細
川
相
支
申
六

角
事
取
申
、
随
而
又
安
富
之
所
存
相
替
敬
云
々
、

就
其
大
名
共
上
洛
無
一
途
款
云
々
、
持
是
院
ハ

朝
倉
進
退
事
取
申
執
、
是
又
上
意
不
弁
云
々
〔

ru〕

こ
の
年
五
月
、
持
是
院
、
す
な
わ
ち
美
濃
国
守
護

代
斉
藤
利
藤
(
妙
椿
)
の
娘
が
朝
倉
貞
景
に
嫁
し
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朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

て
い
る
か
弘
レ
〕
朝
倉
と
し
て
は
非
常
に
大
き
な
味

方
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
『
雑
事
記
』
の
記

事
は
か
朝
倉
進
退
に
つ
い
て
は
上
意
に
背
い
て
も

持
是
院
が
朝
倉
方
を
取
り
持
つ
8

と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。

次
の
二
点
の
文
書
は
年
次
を
欠
く
が
案
文
「
E
」

の
部
分
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
お
そ
ら

く
延
徳
三
年
と
考
え
ら
れ
、
と
す
れ
ば
こ
れ
に
よ

っ
て
、
斯
波
氏
と
朝
倉
氏
と
の
訴
訟
が
浦
上
氏
に

よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

去
月
廿
六
日
御
状
、
同
晦
日
下
着
候
。
委
細
承

候
。
依
慈
照
院
殿
様
御
内
書
、
龍
安
寺
殿
御
状
共

先
度
、
以
-
一
賎
建
坊
一
写
進
候
処
ニ
内
々
姑
伊
達
一

上
聞
一
之
由
蒙
レ
仰
候
。
先
以
畏
存
候
。
連
々
無
「
一

御
等
民
給
り
本
望
ニ
候
。
沸
其
本
文
則
騨
耳
一

上
進
一
候
人
去
月
十
八
日
甲
斐
五
郎
左
衛
門
尉

雨
川
両
使
合
力
之
事
歎
申
候
。
近
日
出
張
二
疋

(
穿
力
)

之
由
ニ
候
。
芳
以
取
乱
候
問
、
先
御
使
ニ
上
申
、

如
何
様
追
而
自
レ
是
可
-hE
入
一
候
。
弥
可
レ
狭
山
様

安
富
殿
江
被
-
一
仰
談
一
御
取
合
奉
レ
頼
候
外
無
恥
他
候
。

委
細
猶
慈
視
院
可
レ
令
レ
申
候
。
恐
々
謹
言
。

朝
倉
孫
次
郎

松
原
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七
月

日

上
回
ハ
且
田
小

浦
上
美
作
守
殿
御
返
報

就
一
越
前
之
島
民
預
-
h

御
状
一
候
。
殊
神
山
殿
御
下

向
候
而
巨
細
承
候
。
連
々
無
-
一
御
等
閑
一
候
条
本

望
之
至
候
。
難
レ
然
承
候
分
ニ
而
者
不
レ
可
-
一
事
行
一

候
問
、

F
及
ニ
是
非
一
候
。
所
詮
被
レ
止
ニ
御
訴
訟
一

候
者
可
レ
然
存
候
。
如
ニ
御
存
知
之
一
種
々
為
ニ
上

意
一
一
段
被
ニ
仰
出
一
候
之
問
、
各
致
-
主
ハ
覚
倍
一
候
。

委
細
猶
神
山
殿
可
レ
有
ニ
御
申
一
候
問
、
不
レ
能
ニ
一

二
一
候
。
恐
々
謹
言
。

五
月
三
日
織
回
大
和
守
敏
定

浦
上
美
作
守
殿
御
返
報

浦
上
氏
は
代
々
播
磨
国
浦
上
庄
に
住
し
た
豪
族

で
、
赤
松
氏
の
拾
頭
と
共
に
そ
の
被
官
に
な
っ
た
。

そ
の
ま
問
、
浦
上
美
作
守
則
宗
は
応
仁
の
乱
に
東
軍

細
川
方
に
投
じ
、
主
家
の
赤
松
政
財
が
侍
所
所
司

に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
そ
の
所
司
代
と
な
っ
た
。
後

述
す
る
こ
と
だ
が
文
明
三
年
朝
倉
孝
景
が
西
軍
よ

り
東
軍
に
寝
返
っ
た
背
景
に
は
浦
上
則
宗
の
カ
が

大
き
く
働
い
て
い
た
。
従
っ
て
浦
上
則
宗
の
所
司

代
と
し
て
の
訴
訟
裁
決
は
朝
倉
に
と
っ
て
ま
さ
に

好
都
合
で
あ
っ
た
。

後
者
、
つ
ま
り
斯
波
方
の
織
田
敏
定
の
書
状
の

文
面
は
、
「
い
ろ
い
ろ
御
尽
力
は
し
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
承
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
な
か

う
ま
く
行
か
な
い
と
の
こ
と
、
是
非
も
な
い
。
所

詮
は
御
訴
訟
を
取
り
下
げ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。

将
軍
の
上
意
が
出
さ
れ
た
上
は
、
各
々
、
覚
悟
は

し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
前
者
、
つ

ま
り
貞
景
の
書
状
は
足
利
義
政
の
御
内
書
や
細
川

勝
元
の
副
状
等
が
内
々
に
上
聞
に
達
し
た
こ
と
の

礼
を
述
べ
、
「
六
月
十
八
日
に
甲
斐
五
郎
左
衛
門

尉
が
雨
川
両
使
と
合
力
の
上
、
近
日
越
前
へ
攻
込

む
と
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
大
変
迷
惑
な

こ
と
で
困
惑
し
て
い
る
。
何
と
か
安
富
殿
に
仰
せ

談
じ
て
、
取
り
な
し
て
欲
し
い
。
こ
れ
以
外
に
頼

む
こ
と
は
な
い
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

両
者
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
は
朝
倉
に
有
利

に
展
開
は
し
て
い
る
も
の
の
、
斯
波
方
の
甲
斐
等

の
方
は
実
力
で
越
前
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
考

え
ら
れ
る
も
の
に
『
雑
事
記
』
延
徳
三
年
九
月
廿

八
日
条
の
記
事
が
あ
る
。
「
朝
倉
進
退
事
、
色
々

雄
及
計
略
、
不
成
弁
之
問
、
無
力
於
国
可
合
戦
」

つ
ま
り
朝
倉
進
退
事
(
訴
訟
)
は
い
ろ
い
ろ
計
略

を
め
ぐ
ら
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
か
ら
、
ど

う
し
ょ
う
も
な
く
、
越
前
回
で
合
戦
を
す
る
の
み
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だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
翌
十
月
に
入
る
と
こ
の
状
況
は
一

変
し
た
。
『
雑
事
記
』
十
月
十
七
日
条
に
「
朝
倉

御
治
罰
事
、
去
十
一
日
被
ニ
仰
出
一
之
、
武
衛
畏
入

る
」
と
あ
っ
て
朝
倉
の
治
罰
が
決
定
し
た
の
で
あ

る
。
『
蔭
涼
軒
日
録
』
は
こ
れ
を
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
詳
細
に
-
記
録
し
て
い
る
。

就
-
越
前
御
下
知
一
。
武
衛
賜
一
相
内
書
一
。
貞
景

御
退
治
云
々
。
織
田
大
和
守
聞
-
一
子
相
公
二
五
。

貞
景
之
二
字
許
如
何
。
改
書
云
-
一
越
前
国
朝
倉

孫
次
郎
貞
景
退
治
一
五
々
。
如
レ
此
御
改
書
有
レ
之
。

弥
武
衛
御
面
目
之
至
也
云
々
。
〔
注
目
〕

翌
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
斯
波
義
寛
は
礼
謝
の
た

め
義
材
の
陣
中
に
参
向
し
御
太
万
御
馬
折
喬
な
ど

を
献
じ
、
さ
ら
に
か
相
公
為
ニ
越
前
一
可
レ
有
ニ
御
動

座
一
之
由
。
有
一
葉
聞
一
云
々
。
と
将
軍
義
材
の
越
前

討
伐
の
た
め
の
動
座
ま
で
が
噂
さ
れ
た
。
し
か
し

六
角
征
伐
で
す
ら
厭
戦
気
味
の
諸
将
に
し
て
み
れ

ば
、
越
前
動
座
は
さ
ら
に
迷
惑
こ
の
上
も
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
六
日
後
の
十
月

十
八
日
に
、
浦
上
美
作
守
や
上
原
氏
父
子
に
よ
っ

て
越
前
に
関
す
る
調
停
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。
次

に
示
す
史
料
が
先
の
浦
上
美
作
守
宛
の
朝
倉
貞
景

及
び
織
田
敏
定
の
書
状
に
続
く
案
文
で
あ
り
、

D

部
分
の
最
終
に
収
め
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

上
原
父
子
当
国
江
以
ニ
五
ヶ
条
一
異
見
申
事

一
、
越
前
国
者
無
-
「
相
違
一
朝
倉
殿
成
敗
之
事

一
、
尾
張
国
者
織
田
大
和
守
可
レ
為
一
一
成
敗
一
候
。

就
レ
夫
浦
上
方
占
神
山
を
使
と
し
て
大
和
守

方
江
申
候
処
、
如
レ
此
大
和
守
返
事
候
。

て
遠
江
国
者
甲
斐
可
レ
為
一
一
成
敗
一
之
事

一
、
二
宮
者
大
野
郡
計
望
可
申
事
。
但
慈
視
院

御
覚
悟
承
度
候
由
事
。

一
、
武
衛
江
上
貝
景
御
参
候
而
可
レ
然
候
。
其
以

後
公
方
江
御
望
之
儀
候
者
、
一
年
半
年
過
候

者
上
原
父
子
可
一
一
調
法
仕
一
之
由
事
。

以
上

右
条
々
義
者
貞
景
同
慈
祝
院
茂
堅
固
ニ
抜
珊
放
一

候
。
浦
上
同
名
を
一
乗
江
下
候
而
異
見
申
茂
此

分
け
御
返
事
候
。

就
ニ
御
参
之
義
一
一
条
々
事

一
、
当
国
柳
子
レ
今
不
レ
可
ニ
相
替
一
之
事

一
、
甲
斐
競
望
可
レ
被
ニ
停
止
一
之
事

一
、
二
宮
同
前
。
但
慈
視
院
御
覚
悟
之
事

一
、
此
儀
相
定
者
以
ニ
身
血
房
一
起
請
之
事

松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

一
、
猶
茂
公
方
江
被
レ
参
度
候
者
一
年
半
年
過

而
可
レ
申

-b汰
一
之
事

大
概
如
レ
此
猶
巨
細
福
乗
坊
申
入
候
也

延
徳
三
十
月
十
八
日

上
原
父
子
以
一
一
書
状
一
孫
次
郎
殿
江
申
入
候
五

ヶ
条
之
写

か
上
原
父
子
の
五
ヶ
条
。
と
前
書
に
は
あ
る
が
、

前
者
の
五
ヶ
条
は
二
湖
上
同
名
を
一
乗
江
下
候
而

異
見
申
:
・
・
・
8

と
あ
る
か
ら
、
浦
上
美
作
の
調
停

案
と
み
ら
れ
る
。
第
一
条
な
い
し
第
三
条
を
以
っ

て
、
越
前
は
朝
倉
、
尾
張
は
織
田
、
遠
江
は
甲
斐
、

と
そ
の
支
配
権
を
認
め
、
第
二
条
の
増
筆
に
グ
大

和
守
の
返
事
u

と
あ
る
の
は
、
先
に
示
し
た
延
徳

三
年
五
月
三
日
浦
上
美
作
守
宛
織
田
大
和
守
敏
定

書
状
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
少
な
く

と
も
織
田
氏
は
こ
の
調
停
案
に
既
に
同
意
は
し
て

い
た
ら
し
い
。
応
仁
大
乱
後
の
越
前
・
尾
張
・
遠

江
の
守
護
代
と
云
う
形
で
の
措
置
に
つ
い
て
は
、

既
に
文
明
十
五
年
氏
景
の
時
代
に
決
定
を
見
て
い

る
。
す
な
わ
ち
『
雑
事
記
』
四
月
三
十
日
条
に
、

越
前
回
甲
斐
朝
倉
和
与
也
、
越
前
国
守
護
代
朝

倉
、
遠
江
田
守
護
代
甲
斐
、
尾
張
守
護
代
織
田
、

主
人
屋
形
ハ
治
部
大
輔
義
廉
治
定
、
侃
無
為
御
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成
敗
也
云
々
。
〔
注
目
〕

と
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
斯
波
義
廉
と
の
聞
の
治
定

で
あ
っ
た
か
ら
、
今
回
は
斯
波
義
敏
の
息
義
寛
と

の
聞
の
問
題
と
し
て
再
燃
し
た
も
の
と
解
し
、
従

来
の
既
成
事
実
を
改
め
て
法
文
化
す
る
形
で
、
こ

の
よ
う
な
調
停
案
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
以
上
三
か
条
は
一
応
問
題
が
な
い
と
し
て

も
残
り
二
か
条
が
朝
倉
氏
に
と
っ
て
承
伏
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
二

宮
氏
の
越
前
大
野
郡
の
所
望
で
あ
る
。
二
宮
氏
は

応
仁
以
前
、
大
野
郡
司
斯
波
持
種
の
下
に
あ
っ
て

大
野
郡
に
勢
力
を
扶
植
し
て
き
た
豪
族
で
あ
っ
た

か
ら
、
二
宮
氏
の
大
野
郡
回
復
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
大
野
郡
は
既
に
慈
視
院
光
玖
を

郡
司
と
し
て
朝
倉
氏
の
領
国
支
配
体
制
の
中
に
あ

っ
た
か
ら
朝
倉
の
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

〔注げ〕

ぃ
。
ま
た
最
後
の
条
項
は
、
貞
景
の
武
衛
へ
の
伺

候
、
す
な
わ
ち
斯
波
義
寛
へ
の
挨
拶
後
に
、
将
軍

へ
の
望
(
直
奉
公
分
か
)
が
実
現
で
き
る
よ
う
取

り
計
ら
お
う
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
斯
波

氏
の
強
い
要
望
で
あ
っ
た
と
考
、
え
ら
れ
る
が
、
貞

景
の
武
衛
へ
の
伺
候
は
、
つ
ま
り
は
斯
波
氏
を
主

君
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ま
た
朝

倉
氏
の
容
認
で
き
な
か
っ
た
条
項
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
後
者
の
五
ヶ
条
こ
そ
上
原
父
子
の
調
停
案

で
あ
ろ
う
。
上
原
父
子
と
は
細
川
政
元
の
被
官
上

原
豊
前
守
と
そ
の
息
紀
伊
守
元
秀
で
あ
る
。
上
原

氏
案
は
先
の
浦
上
氏
の
も
の
よ
り
も
朝
倉
氏
に
同

調
し
た
形
の
調
停
案
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

朝
倉
の
越
前
支
配
権
を
従
来
通
り
に
容
認
し
甲
斐

氏
・
二
宮
氏
の
越
前
競
望
を
停
止
せ
し
め
、
公
方

奉
公
分
の
実
現
に
努
力
し
よ
う
と
云
う
も
の
で
あ

っ
た
。両
者
の
調
停
案
は
そ
れ
ぞ
れ
斯
波
・
朝
倉
両
者

に
と
っ
て
も
お

E
に
容
認
で
き
な
い
点
を
含
ん
で

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
一
か
、
こ
の
調
停
案
は
不
調
に

終
っ
た
ら
し
い
。
従
っ
て
『
蔭
涼
軒
目
録
』
十
月

廿
六
日
条
に
「
縦
雄
為
朝
倉
御
敵
、
含
蔵
寺
事
者

為
公
界
所
上
者
、
可
為
無
為
乎
」
と
あ
る
よ
う
に
、

越
前
征
伐
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
翌
延
徳
四
年
に
入
る
と
『
雑
事
記
』

一
一
月
廿
一
日
条
に

六
角
去
江
州
落
行
関
東
方
云
々
、
随
而
土
岐

次
郎
可
継
六
角
之
名
字
敏
之
由
、
及
其
沙
汰
云
々
、

越
前
国
事
者
、
浦
上
・
織
田
申
合
、
朝
倉
者
退

国
而
、
屋
形
如
元
入
国
分
治
定
之
由
口
遊
云
々
、

と
あ
り
、
六
角
高
頼
の
敗
北
後
は
越
前
朝
倉
の
進

退
が
噂
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
朝
倉
は
必
死
に
越
前
支
配
権
の

容
認
を
求
め
た
。
延
徳
四
年
三
月
八
日
、
廿
九
通
に

上
る
将
軍
御
内
書
や
管
領
副
状
そ
の
他
の
案
文
に
、

英
林
書
付
を
添
え
て
幕
府
に
提
出
し
た
。

A
の
部

分
で
あ
る
。

以
上
廿
九
通
、
延
徳
四
年
三
月
八
日
飛
脚
中
間

四
郎
次
郎
上
ル

越
前
国
之
儀
付
而
申
-
一
事
慈
視
院
光
玖
一
書
付
、

朝
倉
修
理
亮
在
京
候
而
、
時
宜
承
被
-h・
下
一
候

付
而
此
分
被
-
一
中
上
一
条
々
也

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朝
倉
氏
が
応
仁
・
文
明
の
大

乱
後
、
越
前
に
支
配
権
を
確
立
し
て
い
っ
た
過
程

を
具
体
的
に
示
す
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
朝
倉
訴
訟
の
結
末
に
つ
い
て
は
「
蔭
涼
軒

目
録
』
同
年
四
月
十
日
条
に
次
の
如
く
あ
る
。

沢
甫
来
云
。
昨
日
往
-
一
織
和
陣
所
一
。
越
前
朝
倉

訴
訟
。
浦
作
執
三
持
之
↓
宰
ニ
公
義
一
事
無
一
主
(
毘

飯
尾
加
賀
守
亦
告
レ
之
。
安
富
筑
後
守
亦
告
レ
之
。

越
前
雑
掌
。
平
泉
寺
法
師
西
連
坊
在
京
。
中
村

三
郎
兵
衛
親
類
也
。
云
。
藤
田
左
衛
門
大
夫
者

浦
作
為
一
語
輩
一
。
致
一
一
不
義
於
浦
作
一
。
赤
松
限
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近
。
以
レ
之
浦
作
為
ニ
遺
恨
づ
況
朝
倉
事
者
普
代

之
被
官
也
。
直
参
一
一
相
府
一
押
ニ
領
屋
形
本
国
一
。

致
ニ
不
義
緩
怠
一
者
。
宣
不
ニ
欝
憤
一
乎
。
於
一
浦
作
ι

者
。
吹
レ
牙
忍
レ
之
。
自
然
時
者
。
以
-
一
此
旨
一
被
レ

重
一
浦
作
一
者
為
レ
幸
。
一
言
亦
直
白
レ
之
。
則
早

為
ニ
矛
盾
一
。
以
レ
故
忍
レ
之
耳
云
々
。

ぷ
繍
和
u

は
織
田
大
和
守
、
」
凋
作
。
は
浦
上
美

作
守
、
朝
倉
訴
訟
は
浦
作
が
執
り
持
っ
た
が
、
在

京
し
た
越
前
雑
掌
の
西
蓮
坊
は
浦
作
の
被
官
中
村

三
郎
兵
拘
位
親
類
で
あ
る
。
一
方
、
斯
波
に
味
方

し
た
と
考
え
ら
れ
る
藤
田
左
衛
門
大
夫
は
浦
作
と

同
じ
く
赤
松
被
官
、
し
か
も
浦
作
に
不
義
を
致
し
、

主
君
赤
松
と
泥
近
、
こ
の
た
め
浦
作
は
こ
れ
を
遺

恨
と
し
て
朝
倉
に
有
利
な
裁
決
を
行
な
っ
た
ら
し

い
o

n

朝
倉
は
斯
波
家
譜
代
の
被
官
、
こ
れ
が
将

軍
義
政
に
直
接
参
謁
し
て
屋
形
斯
波
氏
の
本
国
越

前
を
押
領
、
こ
の
よ
う
な
不
義
を
ど
う
し
て
憤
ら

ざ
る
を
得
ょ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
よ
う
な
裁

決
を
し
た
浦
作
に
対
し
て
は
歯
ぎ
し
り
し
て
忍
ぶ

だ
け
だ
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
こ
の
こ
と
を
浦
作
に

伝
え
て
下
さ
れ
ば
幸
い
だ
4

と
云
う
意
味
で
あ
ろ

、つノ。
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」
れ
を
最
後
に
、
越
前
の
宗
主
権
を
争
う
斯
波

松
原

-
朝
倉
の
記
録
は
影
を
ひ
そ
め
る
。
浦
上
氏
の
裁

決
が
決
定
的
と
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

少
な
く
共
、
事
態
が
次
第
に
斯
波
氏
に
と
っ
て
不

利
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
斯
波
氏

が
朝
倉
治
罰
の
御
教
書
を
賜
わ
り
な
が
ら
、
実
際

に
軍
兵
を
動
か
せ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
朝
倉
氏

の
越
前
領
国
支
配
が
ほ
ぼ
浸
透
し
て
、
軍
兵
一
万

を
も
動
員
で
き
る
強
力
な
軍
事
カ
を
保
有
し
て
い

た
こ
と
が
、
第
一
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に

〔
注
目
〕

越
前
回
復
を
執
劫
に
企
て
て
い
た
甲
斐
八
郎
次
郎

の
死
も
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
蔭
涼
軒
目
録
』
延
徳
五
年
四
月
十
七
日
条
に
「

今
国
民
、
甲
斐
八
郎
次
郎
被
レ
討
。
一
二
十
八
歳
云
々
は

と
あ
る
。
誰
に
討
た
れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
恐
ら
く
朝
倉
氏
指
廻
わ
し
の
暗
殺
者
に
よ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
方
、
斯
波
氏
が
出
陣
す
る
と
す
れ
ば
、
当
然

従
軍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
の
織
田
大
和
守

は
越
前
征
討
に
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
周
辺
の
空
気
に
も
流
さ
れ
て
、
斯
波
氏
の

朝
倉
治
罰
は
、
つ
い
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
ろ
、
7
a

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

五

朝
倉
孝
景
の
越
前
国
守
護
職

朝
倉
孝
景
が
文
明
三
年
五
月
、
越
前
守
護
職
に

任
命
さ
れ
た
と
す
る
記
事
は
『
応
仁
記
』
に
始
ま

り
、
『
朝
倉
始
末
記
』
が
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
。
以
来
、
朝
倉
孝
景
(
敏
景
)
の
文
明

三
年
越
前
守
護
職
任
命
説
は
定
説
と
し
て
広
く
行

な
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
元
福
井
大
学
教
授
重
松
明
久
氏

(
現
広
島
大
学
教
授
)
は
、
こ
れ
を
批
判
し
て
『

応
仁
記
』
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
「
古
証
文
」

所
収
の
将
軍
義
政
の
御
内
書
、

越
前
国
守
護
職
事
、
被
レ
任
一
一
望
申
旨
一
畢
、
委
細

右
京
大
夫
(
細
川
勝
元
)
可
レ
申
也

文
明
三
五
月
廿
一
日
慈
照
院
殿
様
御
判

朝
倉
弾
正
左
衛
門
殿

に
論
究
し
、
こ
れ
を
次
の
四
つ
の
疑
点
か
ら
偽
作

文
書
で
は
な
い
か
と
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
ヲ
ヂ
〕

①
形
式
上
の
疑
問
点
と
し
て
、
普
通
は
御
内
書

の
日
付
に
、
年
付
が
な
い
の
に
、
こ
れ
に
は
文
明

三
年
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
②
「
被
レ
任
一
望
申
旨
L

の
被
る
は
敬
語
的
用
法
で
将
軍
発
給
の
御
内
書
と

し
て
は
疑
わ
し
い
。
③
「
委
細
」
と
あ
る
の
も
、
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御
内
書
の
こ
の
部
分
で
は
「
猶
」
と
さ
れ
る
場
合

が
多
い
。
④
普
通
御
内
書
に
は
、
副
状
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
点
も
不
明
。

筆
者
も
、
最
初
こ
の
「
古
証
文
」
所
収
の
御
内

書
だ
け
を
見
る
限
り
で
は
、
重
松
説
の
朝
倉
孝
景

守
護
任
命
説
を
支
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回

こ
の
案
文

A
の
部
分
二
十
九
通
が
発
見
さ
れ
て
、

重
松
説
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
案
文

は
応
仁
弐
年
の
伊
勢
貞
親
書
状
か
ら
始
ま
る
。

参
加
方
一
致
一
一
忠
節
一
者
可
レ
斉
一
御
底
美
之
由
披
一

仰
出
一
候
。
恐
々
謹
言
。

応

仁

弐
九

月

三

日

伊
勢
守
之
書
状
貞

親

朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
殿

応
仁
大
乱
没
発
の
翌
年
、
朝
倉
孝
景
の
武
略
を
知

っ
て
い
る
東
軍
が
、
孝
景
を
味
方
に
勧
誘
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
孝
景
は
こ
れ
を

J
具
実
上
章
一

候
哉
。
と
疑
っ
て
い
る
程
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
同
廿
日
に
義
政
の
御
内
書
が
発
給
さ
れ
、
以
下

伊
勢
貞
親
を
始
め
と
し
た
幕
府
奉
行
人
の
書
状
が

続
く
。
そ
し
て
文
明
弐
年
頃
か
ら
赤
松
政
則
、
及

び
そ
の
被
官
浦
上
則
宗
の
孝
景
勧
誘
工
作
書
状
が

現
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
日
番
目
に
管
領
細
川
勝

元
の
副
状
、
日
番
目
に
問
題
の
将
軍
義
政
の
孝
景
守

護
職
任
命
の
御
内
室
田
が
含
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

越
前
国
守
護
職
事
、
任
下
被
一
望
申
一
之
旨
L

被
レ
威
一

御
自
筆
之
御
室
戸
候
畢
。
面
白
之
至
-
一
候
。
早
々

可
ι被
レ
抽
一
一
軍
戦
一
候
也
。
恐
々
謹
言
。

文

明

三

五

月

廿

一

日

勝

:n:; 

朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
殿

越
前
国
守
護
職
事
、
任
-
一
望
申
之
旨
一
説
。

右
京
太
夫
河
申
候
也
ρ

文

明

参

慈

照

院

殿

様

五

月

廿

一

日

御

判

委
細

朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
殿

こ
れ
ら
一
連
の
書
状
に
よ
っ
て
、
先
の
重
松
氏

の
疑
義
は
す
べ
て
解
決
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
文

明
三
年
な
ど
の
年
付
は
二
十
九
通
の
す
べ
て
に
一
肩

書
さ
れ
て
い
る
が
ご
れ
は
訴
訟
案
文
の
た
め
の
加

筆
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
「
古
証
文
」
で
は
本
文
の
如
く

一
行
書
き
し
た
の
で
あ
る
。
②
「
被
レ
任
一
一
望
申
旨
ι

は
、
案
文
で
は
「
任
ニ
望
申
之
旨
L

と
あ
っ
て
敬

語
的
用
法
に
は
な
っ
て
い
を
い
。
③

4
E申
。
と

あ
る
よ
う
に
、
孝
景
が
越
前
守
護
職
を
条
件
に
束

軍
帰
参
を
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
書
状
内
容
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
御
内
室
日
発
給
ま
で
に
た

ど
っ
た
好
余
曲
折
の
過
程
を
通
し
て
「
委
細
」
と

云
う
語
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
④
副
状
の
問

題
も
、
案
文
の
管
領
副
状
か
ら
疑
点
と
は
な
ら
な

1
V
 

以
上
の
知
く
、
越
前
一
国
の
守
護
職
任
命
の
御

内
書
が
、
異
例
の
措
置
と
は
云
え
発
給
さ
れ
た
こ

と
は
、
東
軍
側
で
孝
景
の
武
略
を
多
大
に
希
求
し

て
い
た
こ
と
を
知
る
一
方
、
こ
れ
が
勝
元
の
謀
略

で
あ
っ
た
疑
い
も
残
る
。
従
っ
て
一
片
の
守
護
職

任
命
御
内
書
は
、
実
際
に
は
後
年
に
至
っ
て
効
を

奏
さ
な
か
っ
た
し
、
朝
倉
孝
景
も
実
力
を
以
っ
て

越
前
を
平
定
し
、
君
臨
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
時
的
に
せ
よ
将
軍

御
内
書
と
云
う
権
威
は
、
孝
景
に
と
っ
て
戦
略
上
、

大
き
な
カ
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
朝
倉
孝

景
の
安
堵
状
が
文
明
四
年
以
降
、
多
く
現
わ
れ
て

く
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

*

*
 

注
l

『
長
輿
宿
祢
記
』

注
2

大
日
本
史
料
第
八
編
之
二
十

注

3

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
(
以
下
『
雑
事
記
』

* 
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と
す
る
)
長
享
元
年
十
月
廿
七
日
条

注
4

『
蔭
涼
軒
目
録
」
長
享
元
年
十
月
廿
一
日

条
注
5

『
{
示
滴
夜
話
』
増
筆
部
分
金
沢
市
立
図

書
館
蔵

注
6

『
雑
事
記
』
長
享
二
年
正
月
三
日
条

注
7

『
蔭
涼
軒
目
録
』
長
享
二
年
二
月
廿
一
日
条

注
8
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
享
二
年
二
月
廿
三
日
条

注
9

『
雑
事
記
』
延
徳
三
年
四
月
十
四
日
条

注
目
『
雑
事
記
』
延
徳
三
年
七
月
四
日
条

注
日
『
足
利
将
軍
列
伝
』
桑
田
忠
親
編

注
ロ
『
蔭
涼
軒
目
録
』
延
徳
三
年
八
月
十
五
日

条
に
「
午
後
武
衛
自
レ
尾
京
着
。
凡
七
十
騎
。

人
数
三
千
人
許
扶
己
と
あ
り
。
『
雑
事
記
』

同
年
八
月
十
四
日
条
に
は
「
武
衛
上
洛
、
勢

四
千
計
云
々
」
。
『
後
法
興
院
記
』
同
年
八
月
十

六
日
条
に
は
「
昨
日
武
衛
上
洛
、
雑
兵
以
下

二
千
人
許
云
々
」
と
あ
っ
て
上
洛
人
数
は
一

定
し
な
い
。

注
目
「
雑
事
記
』
延
徳
三
年
八
月
七
日
条

注
H

「
雑
事
記
』
延
徳
三
年
五
月
四
日
条

注
目
「
蔭
涼
軒
目
録
』
延
徳
三
年
十
月
十
一
日

条。

lD7 

注
目
「
雑
事
記
』
文
明
十
五
年
四
月
三
十
日
条

注
口
「
朝
倉
光
玖
と
大
野
領
」
松
原
信
之
福

井
県
地
域
史
研
究
第
5
号

注

国

案

分

C
の
部
分
に
、
中
村
三
郎
宛
の
細
川

勝
元
・
朝
倉
孝
景
二
点
・
魚
住
景
貞
・
朝
倉

氏
景
の
計
五
点
の
書
状
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

文
明
三
年
六
月
廿
四
日
(
勝
元
の
み
六
月
廿

七
日
)
付
で
あ
る
。
内
容
を
検
討
す
る
と
、

朝
倉
孝
景
の
東
軍
帰
参
、
お
よ
び
氏
景
の
越

前
帰
国
に
中
村
三
郎
が
暗
躍
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
浦
上
則
宗
の
被
官
と
し
て
活
躍

し
た
の
で
あ
る
。

注
目
斯
波
氏
と
朝
倉
氏
の
抗
争
に
つ
い
て
は

「
朝
倉
貞
景
(
天
沢
宗
清
)
水
藤
真
一
乗

谷
史
学
第
9
号
」
に
も
詳
し
い
。
本
稿
を
草

す
る
に
当
っ
て
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

注
却
「
朝
倉
孝
景
と
越
前
守
護
職
」
重
松
明
久

若
越
郷
土
研
究
四
の
3

松
原

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
く
る
抗
争
に
つ
い
て
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